
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する指標です。

重点プロジェクト

総合戦略
ふじみ野市への新しい人の流れをつくる

令和7年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 09　教育 ～地域の絆で育む学びのまち～

施　策 38　文化財・郷土資料　－歴史文化の継承と文化財の活用を進めます－

関　連　課
学校教育課

目　　標

地域の歴史文化に多くの市民が興味や関心を持ち、歴史文化の継承がされるよう文化振興と文化財の有効活用を図り
ます。

施策目標の実現
に向けた取組

（1）文化資源の保護と活用
〇 市民や関連団体との協働による調査・研究や展示・講座の開催、情報発信等により、歴史文化に対する意識の高
揚を図り、郷土の歴史文化の継承と文化活動を推進します。
〇地域学校協働活動を推進することで、地域住民とともに、歴史文化を学び、郷土に愛着を持つ子どもを育みます。
〇地域の様々な文化財を保存・活用し継承していくために、国や県、地域住民の理解・協力が得られるような継続
性・一貫性のある文化財の保存・活用計画の策定を検討します。
（2）施設の老朽化に備えた対策
 歴史文化の魅力を市民が学び、対外的に発信するために、文化資源の保護と活用の中心拠点となる資料館の老朽化
を見据え、施設の見直しを検討します。

主　管　課 教育部　社会教育課
評価責任者 内田　和明

評価日 令和8年6月2日

施
　
策
　
指
　
標

指標
１

指標名 歴史文化に係る学習講座への参加人数

説明
歴史文化に係る学習講座などに参加した延べ人数。市民の歴史文化に対する意識の高揚を図る指標となるため。

単位 人

成果

年度 令和12年度

目標値 2,370 2,380 2,380 2,390 2,400 2,400 2,450

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

成果

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
２

指標名 市民との協働事業の開催回数【総合戦略】

説明
市民との協働事業の実施回数。市民の歴史文化に対する高揚を図る指標となるため。

単位 回

実績値 2,014 1,626

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 44 46 48 50 52 54 56

実績値 42 48

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
３

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
４

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
５

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

0 0 0

人件費 106,035 94,018 202,618 0 0 0

事務事業費 72,467 712,192 526,400 0

0

収
入

特定財源 8,469 695,971 429,384 0 0 0 0

支
出

0 0

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

一般財源 170,033 110,239 299,634 0 0

取
組
①

【総合戦略】
展示や学習講座の
開催

企画展「日本の藍染め世界の染織２」
「戦争の記憶―火工廠建設と戦時の手紙
―」を開催した。また、学習講座として
は、「最新出土品展～ふじみ野に海が
あったころ～」を開催した。

地域の歴史を知ってもらうための情報発
信により、市民に市の歴史を理解しても
らえる機会を提供できた。
小学校3・4年生対象とした「昔のくらし
と昔の学校」の展示では、社会科授業の
一環として有効活用を図れた。

歴史民俗資料館教育普及事業の
一部
郷土資料館教育普及事業の一部

取
組
②

【総合戦略】
地域学習の推進

文化財展示室において、市民ボランティ
アと協働して地域の歴史や民具を活用し
た体験学習を実施した。

既存のさぎの森小学校、西原小学校、駒
西小学校の3校で引き続き活用を進め、小
学3・4年生社会科体験学習出前授業で展
示室の資料を使用した。
また、資料館の休館により、駒西小に資
料館友の会機織り部会の活動場所を設
け、継続できるようにした。

文化財展示室設置・活用事業の
一部

取
組
⑤

評価

取
組
③

【総合戦略】
地域の文化資源の
有効活用

市指定文化財回漕問屋福田屋（福岡河岸
記念館）や国登録有形文化財旧大井村役
場等の文化資源を活用した特別公開を開
催。回漕問屋福田屋特別公開12回。旧大
井村役場を令和5年10月から常時公開。や
さしい日本語でめぐるまちさんぽツアー
事業を実施。

特別公開と同時に文化財資源を活かした
裂き織、箒作り、水引の体験学習を開催
し、文化財にふれる事業を行うことがで
きた。参加者からも好評であった（アン
ケート回答）。まちさんぽツアー事業は
外国人への情報発信につながった。

歴史民俗資料館教育普及事業の
一部
郷土資料館教育普及事業の一部
資料館の協力による文化財保護
係の文化財保護事業の一部

取
組
④

指標の達成状況 文化財資料の有効な活用を図る目的で、福岡河岸記念館の三階建て離れの特別公開や旧大井村役場を利用した体験学
習を行った。
また、学校の教室を利用した文化財展示室や、資料館の収蔵品である地域の民具や土器を体験学習で活用し、有効活
用に努めた。これらの活動は学校、保護者、子どもたち、参加したボランティアからも好評であったため、継続して
有効活用を図っていく。
市民ボランティアの協力を得て体験学習や福岡河岸記念館の特別公開を行うことができたことから、今後も文化財に
対する理解を有する市民を増やし、ボランティアの拡充を進めていきたい。
文化財保護法では、地域の文化資源の保存と活用の推進がうたわれているため、引き続き文化資源の有効活用を推進
していく。
上福岡歴史民俗資料館と大井郷土資料館を統合し、令和8年9月に博物館として開館するため準備を進めている。令和
7年度は、建物（旧大井図書館・大井郷土資料館）の改修工事を本格的に行い、あわせて常設展示の設計や映像の作
成等を行っている。

順調

行政資源の活用

おおむね適切

取組の有効性

おおむね有効

施策の効果

効果が得られている


